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Abstr乱ct This pa.per proposes a new data. compression m巴thodfor a. J乱pa，nese-textfile， wh句、巴 the
text is written in shift-JIS (JIS X 0208) codes. In the五rstpa，ssぅa.dictiona.ry a，ra.y isbuilt 町 bythe 
higher frequency both single and 1孔ulti-byte cha.ra.ct巴rs.Then in the second pa.ss， the dictionary items 
substitu七巳 althe registered cha，racters. Th巴codeOxFF is put ir且lt口乱 c口I孔1】江r唱essed五le巴infront of non-
工巴gi日七巴町redcha剖r凶.乱cte釘rsωo a部stωo d凶 II時1
time on乱h乱shingbasis t口con五rmwhether e乱chinput cha，ra.心ct巴r、isin the dictionaryうandto tr乱nsferits 
code to a. dictionary item. Furもhermor巴， the run-length coding乱pplyto a. sequence of successive sp品ces
for th巴purposeof a.ccomplishm巴ntof the llluch higher compression ra，tio. Th巴cod巴OxFEis used in this 
coding. A fea，ture of the method is to be乱 non-modaltype of compression. 
L はじめに
国内外で文書データ圧縮に関して盛んに研究されて
いる 1，2) しかし対象を日本語文書に限った研究は少
ない.荻原 3)はJISコード体系で仮名文字のみを対象
とする短縮表現を提案した これはモード式符号化方
式である JISコードに連続仮名モードを追加して圧縮
を実現する方法である 伊藤らめは非モード式符号化
方式のシフト JISコードに2バイト系モードを導入し
て荻原の短縮表現をシフト JISコード体系に拡張した
モード切り替えにはシフト JISの未定義領域のコード
をシフトイン・シフトアウトとして利用する 更に文
献 4)では，漢字を含む高出現頻度の2バイト文字を辞
書配列に登録し，辞書項目で2バイト文字を置き換え
て短縮表現する圧縮も提案している
シフトJlSコードに2バイト系モードを導入した場
合の欠点のひとつは随所にシフトイン・シフトアウト
が挿入される点である 文書によってはファイルサイ
ズの数%が占められることもある目もうひとつの欠点
は元文書の文字列情報がシフトイン・シフトアウトで
分断され破壊される点である.
以上の欠点を克服するために，非モード式符号化方
式のままでシフト JIS文書を短縮表現圧縮する方法を
提案する 提案法はテキストベースの表組みで多用さ
れる連続スペースにも対応しているー本短縮表現圧縮
は単独使用でも有効である この短縮表現化を既存圧
縮法の前処理に利用すれば，既存圧縮法を単独で使用
する場合の圧縮率を更に改善することもできる
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2。 シフト JISコードと対象文字セット
シフト JISコードは国内のパソコンをはじめ各種プ
ラットフォームの内部コードとして広く採用されてい
る JIS X 0208 5)の付随喜lで「シフト符号化表現」
として規定されている.JIS X 0208の文字セットには
漢字6355字，非漢字.524字の計6879字が標準文字と
して収められている 漢字は第一水準漢字2965字と第
二水準漢字3390字から構成される.提案法の対象文字
セットはこの6879字に限定する.よってJISX 0212 6) 
で規定される 6067字の文字セットは対象外となる，シ
フト JISコードは半角片仮名とASCII/JISローマ字も
サポートしている.シフト JISコードの仕様を表lに
示しておし特筆すべきはJISX 0208がすべての区
点上で文字を規定している訳ではない点である 例え
ば第8.5区以降，シフト JISではOxEB以降が現在，未
定義となっている この領域内のコードOxFEを連続
スペース圧縮に，コードOxFFを仮想2バイト文字化
に利用する.情報交換用ではなく圧縮用として利用す
るので規格にも抵触しない
日本語符号化方式にはシフト JISコード以外にも JIS
コー ド， EUC (Extend巴dUNIX Code) ， Unicodeな
どが存在する.JISコードは電子メールや電子ニュース
など情報交換用コードとして特に優れている 理由は
エスケープシーケンスによるモード式符号化方式だか
らである.EUCはマルチバイトコードをサポー卜して
おり， UNIXマシンに実装されることが多い.Unicocle 
はJISX 02217)の中ではUCS(Ulliv巴rsalM ul ti ple-
Octet Coded Cha，ra.cter Set)として規定されている
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表1シフト JISコードの仕様
用途 コード値
2ノ〈イト文字の第1バイト範囲 181"-'9:F， EO"，EF
2バイト文字の第2バイト範囲 I40"，7E，80，-FC 
半角片仮名 I A1"，DF 
ASCII/JISローマ字 I 21 "-' 7E 
これは多国語言語からなるすべての文字を←律1文字
16/32ビ':JトCUCS-2/UCS-4)で表現する符号化方式
である.JIS， EUC，シフト JISの3符号化方式につい
てはJISコードを介して相互に変換可能である.変換
アルゴリズムの詳細については文献 8)を参照された
い.Unicodeの仕様は画期的で・はあるが他の3コード
への変換が容易ではなく，また，フォントの問題も存
在し，普及には至っていない.
日本語文書に限定すれば，これら符号化方式の中で
シフト JIS文書のファイルサイズが最も小さくなる.
3. モード方式による日本語文書圧縮の
欠点
非モード式符号化方式のシフト JISコードに2バイ
ト系モードを導入して短縮表現する圧縮法が文献 4)で
提案されている. 2バイト文字が最低3文字以上連続
する部分の開始位置と終了位置にシフトイン・シフト
アウト (OxFF)を挿入し，モードを2バイト系に切り
替える.2バイト系モード内では辞書登録文字のみを
1ノ〈イ卜の辞書項目で表現する 簡単な圧縮例を示す.
(圧縮前) 22byte / 
「シフト J1 Sと2バイト文字 J
8356 8374 8367 4A 49 53 82C6 32 836F 8343 8367 
95B68E9A 
(圧縮後) 20byte 
FF 00 01 02 FF 4A 49 53 82C6 32 FF D86F D843 
020304 FF 
この例では，辞書項目 OxOO，01， 02， 03， 04に2バイ
ト文字の"シヘ"フヘ"ト"J'文""字問が登録されてい
ると想定している.シフトイン・シフトアウトで囲ま
れた部分に2バイトの非辞書登録文字が出現する場合
には第1バイト目を辞書項目と区別するため表2の変
換規則を適用する.
この方法には以下の欠点がある.まず， 1バイト文
字が出現する毎にモード切り替えが発生し，シフトイ
ン・シフトアウトが随所に挿入される.更に，元文書の
文字列情報がシフトイン・シフトアウトで分断される
可能性もある.これらの欠点はすべてシフト JISコー
ドが本来，非モード方式であるにも拘らず，モード方
式を導入して短縮表現をしているからである
表2非辞書登録文字の第lバイト変換規則
81→D6 8D→EO 97→EA E1→F4 
82→D7 8E→E1 98→EB E2→F5 
83→D8 8F→E2 99→EC E3→F6 
84→D9 90→E3 9A→ED E4→F7 
85→DA 91.....E4 9B.....EE E5→F8 
88→DB 92→E5 9C→EF E6→F9 
89→DC 93→E6 9D→FO E7→FA 
8A→DD 94→E7 9E→F1 E8→FB 
8B→DE 95→E8 9F→F2 E9→FC 
8C→DF 96→E9 EO→F3 EA→FD 
表3提案法における各コードの用途
用途 |コード値
辞書項目 I 00，-，D5 
非辞書登録2バイト文字の第1バイト ID6，-，FD 
連続スペース開始指標 FE 
仮想2バイト文字の第lバイト I FF 
この方法で生成される圧縮ファイルにシフトイン・
シフトアウトがと、の程度含まれるかについては次節で
定量的に論ずる.ここでは，文献 4)で取り上げられて
いる 20種の日本語文書について，平均で4.88%，最大
で7%以上がシフトイン・シフトアウトで埋められて
いることだけを付記しておく.
4. 辞書配列と非モード方式による日本
語文書圧縮
シフト JIS文書に1バイト文字と2バイト文字が混
在できるのは表1にあるように2バイト文字の第1バ
イト目をOx81"-'Ox9FとOxEO"，OxEFに限定している
からである.それ以外のコードはすべて1バイト文字
と判断される.シフト JISコードは大雑把にいえば半
角文字は1バイトで，全角文字は2バイトで表現する
符号体系である 提案法はこの体系を辞書登録文字は
lノ〈イトで，非辞書登録文字は2バイトで表現する符
号体系に変換する. 1バイト文字と2バイト文字の定
義を変更しただけなので提案法の符号化方式は非モー
ド式符号化方式のままである.
lノ〈イト 256種のコードを提案法では以下の用途に
使用する.OxOO，-，OxD5を辞書項目に， OxD6"'OxFDを
2バイト文字の第1バイト変換規則に， OxFEを連続ス
ペース開始指標に，そして OxFFを仮想2バイト化に
割り当てる.一覧にまとめたのが表3である.
まず， 2.で述べたOxFFをすべてのlバイト文字の直
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前に付加して， 1バイト文字を仮想2バイト化するーこ
れでシフト JIS文書を構成するすべての文字を2バイ
ト文字として取り扱うことができる 同時に1バイト文
字と 2バイト文字の混在という問題も解消する 本来の
全角 2バイト文字と仮想2バイト文字を合わせて総2ノf
イト文字と称することにする 但し改行 (OxODOA)
だけは事前に全角 2バイト文字の範障に入れておき 7
(OxFFOD OxFFOA)とはしない
総2パイ卜文字から高出現頻度の上位214文字を
辞書に登録する 辞書登録文字には表3の辞書項目
OxOO(0)~OxD5(213) を付与する.残った総 2バイト文
字が非辞書登録文字となる 辞書は一次元配列で実装
でき，辞書項目は配列添え字で参照できる
辞書登録文字と非辞書登録文字の選別ができたので，
元文書の先頭から順に 1文字ずつ読み込み，辞書登録
文字ならば辞書項目を 1バイトで圧縮ファイルに書き
出す.非辞書登録文字ならば第lバイト目を表2の変
換規則に従って変換して書き出した後，第2バイト目
を無変換のまま書き出す
変換規則の必要性を簡単に説明する.元文書の先頭
文字が非辞書登録文字「あ」で?辞書項目 Ox82に円、」
が登録されていると仮定する「あ」のシフト JISコー
ドは Ox82AOである もしそのまま「あ」のコードを
圧縮ファイルに書き出すと，復元時に先頭の Ox82は辞
書項目と解釈されてしまう.結果，辞書登録文字「し、」
が復元されてしまい，正しく「あ」と復元されない
理由は表 3で OxOO~D5 が辞書項目として割り当てられ
ているからである 従って非辞書登録文字の第1バイ
ト目を辞書項目範囲を避けて変換する必要がある
さて，表4は日本語文書で使用される 1バイト文字
種と 2バイト文字種の数とその容量である.日本語文
書は文献 4)で取り上げられたTeX文書10f重とオンラ
インマニュアル10種の計20ファイルである
表4から日本語文書に出現する lバイト文字は経験
的に80種程度， 2バイト文字は450種程度と考えてよ
い 辞書登録の対象は高出現頻度の最大214文字に限
定される. しかし，表5が示すように，その214文字
種で文書全体の9割以上を捕捉できる 表5の括弧内
数字は表4同様，占有ノ〈イト数を示している.
提案法を3.の例題「シフト J1 Sと2バイト
文字」に適用すると以下のようになる
(圧縮前) 22byte 
8356 8:374 8367 4A 49 5:3 82C6 32 836F 8343 8:367 
95B68E9A 
(仮想2バイト化) 26byte 
8356 8374 8367 FF4A FF49 FF53 82C6 FF32 836F 
8343 8367 95B6 8E9A 
(圧縮後) 17byte 
03 04 05 00 01 02 D7C6 FF32 D86F D843 05 06 07 
この例では，辞書項目 OxOO，01ヲ02う03，04， 05ぅ06ヲ
07に文字ilJ"， "I") "S 
表4日本語文書における文字種と容量
ファイJレ名 サイス lバイト文字種 2バイト文字穏
fa.x.t巴X 416byte 26穫(118) 77種(298)
丑oppy.tex 1112 41(540) 46(572) 
jrule. t巴X 2382 61(1576) 85( 806) 
us巴I.tex :3447 54(483) 243(2964) 
dic.t巴X 6548 39(916) 425(5632) 
info.tex 7.520 62(1162) 397(6358) 
vmap目doc 11624 91(4990) 374(6634) 
vz16.doc 14994 88(3776) 401(11218) 
dviprt.tex 22837 87(7935) 427(14902) 
jtex.tex 26621 86(6791) .528(19830) 
lha..doc 27059 82(6785) ，576(20274) 
i巴icej.t巴X 330:39 93(14637) 502(18402) 
diet144.doc 33320 79(3378) .556(29942) 
mska.nji. txt 35831 85(14985) 414(20846) 
spca.st.doc 56839 82(30365) 483(26474) 
ma.nua.lt巴X 57795 89(13483) .592( 44312) 
siori. txt 61590 77(17208) 874(44382) 
dosr巴feI.txt 119384 91(34434) 699(84950) 
hsb.doc 124504 102(54704) 694( 69800) 
util.doc 164269 98(87773) 563(76496) 
平均 40557 76(15302) 448(25255) 
括弧内は占有ノ¥イト数
Compressed codes IEOF 
図l圧縮ファイルのファイル構造
が登録されていると想定している 非辞書登録文字の
第1バイトには表2の変換規則を適用している
提案法をテキストベースの表組みで多用される連続
スペースにも対応させる，連長 (Run-length)圧縮を
応用する スペー スにはと|土角スペー ス (Ox20)と全角
スペース (Ox8140)が存在する 両者が混在しでも，
完全に元文書が復元できるよう符号化する 連続数の
下限を2，上限を 129とする.連続スペース開始指標
はOxFEである‘ OxFEの直後に1バイトで連続数を書
き出す全角連続スペースは半角連続スペースと区別
するために連続数に Ox80(128)を加算する
例えば，半角スペースが連続5個出現する場合は，
OxFEに続いてOx03(=5-2)，すなわち OxFE03を圧
縮ファイルに書き出す全角スペースが連続5個出現す
る場合は，同様にOxFE~こ続いて Ox83 (=5-2十128)， 
つまり OxFE83を書き出す.
図lは提案法で短縮表現した圧縮ファイルの構造で
ある 図中のEOFはファイル終端である 圧縮ファイ
ルの先頭には出現頻度の高い上位214種の文字が辞書
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表61バイトで辞書登録する文字セット
?????????
01 234 5 6 7 8 9 A B C D E F 
o 1 234 5 678 9 + -~ x + = 
ァアィイゥウェエォオカガキギクグ
ケゲコゴサザシジスズセゼソゾタダ
チヂッツヅテデトドナニヌネノハノ〈
パヒビピフブプヘベペホボポマミ々
ムメモャヤュユョヨラリルレロヮワ
ヰヱヲンヴヵヶ() [J {} iJ あ
あいいううええおおかがきぎくぐけ
げこごさざしじすずせぜそぞただち
ぢっつづてでとどなにぬねのはばぱ
ひびぴふぶぷへベペほぼぽまみむめ
もややゆゅよよらりるれろゎわゐゑ
をん改 SP、。， ・・; ? !一￥干
ABCDEFGHIJKLMNOP 
QRSTUVWabcd巴 fg h i 
j k 1 m n 0 p q r s t u v w 
改改行コー ド， SP: 2バイト全角スペー ス
表7圧縮ファイルに占める OxFFの割合
表5白本語文書における辞書登録文字の占有率
ファイ jレ名 1川イト文字種 2ノ〈イト文字種 占有率
fax.tex 26種(118) 77種(298) 100.0% 
自oppy.t巴X 41(540) 46(572) 100，0 
jrule.tex 61(1576) 85(806) 100.0 
us巴r.tex 46(475) 168(2814) 95.42 
dic冒t巴X 25(897) 189(5038) 90.64 
info.tex 43(1128) 171(5650) 90.13 
vma.p.doc 70(4954) 144(5830) 92.77 
vz16.doc 57(3671) 157(9950) 90，84 
dvip1・t.七ex 74(7887) 140(13330) 92.91 
jt巴x.tex 53(6667) 161(17730) 91.65 
lha.・doc 65(6684) 149(17848) 90.66 
ieic巴:j.tex 71(14521) 143(16156) 92.8，5 
diet144.doc 38(3196) 176(27418) 91.88 
msk品nji.txt 63(14840) 151(19222) 95.06 
spca.st.doc 44(30187) 170(23968) 95.28 
maJlual.tex 67(13211) 147(39460) 91.13 
siori.txt 40(16833) 174(34902) 84.00 
dosrefer.txt 61(33887) 153(75328) 91.48 
hsb.doc 67(54297) 147(60820) 92.46 
u七il.doc 76(87484) 138(69274) 95.43 
シフトイン・アウト 仮想2バイト文字化
ファイル名
OxFF 出現率 OxFF 出現率
fa.x.tex 9 byte 2.37% 7 byt巴 1.85% 
floppy.tex 63 6.27 7 0.75 
jrule.tex 93 4.49 10 0.52 
user.tex 67 2.82 11 0.47 
dic.tex 295 6.3:3 16 0.37 
info.tex 191 3.71 37 0.74 
vm品p.doc 203 2.39 38 0.46 
vz16.doc 603 5.59 114 1.10 
dviprt.tex 865 5.05 50 0.31 
Jt巴x.tex 599 3.22 131 0.72 
1乱，doc 107i 6.23 103 0.62 
ieicej. tex 1071 4.03 126 0.50 
di巴t144.doc 371 1.91 188 0.96 
mskaJlji.txt 1511 6.71 1.50 0.71 
sp ca.st.doc 1497 5.89 1.56 0，65 
m乱nua.l.t巴X 2199 5.51 230 0.60 
siori. txt 3265 7.38 377 0.90 
dosr巴fer.txt 3461 4.62 509 0.70 
hsb.doc 5049 6.49 410 0.56 
util.doc 5581 6.61 292 。.37
占有率とは辞書牽録文字が文書全体に占める割合
用する場合と提案した4.の仮想2バイト文字化に利用
する場合との比較が表7である.明らかに提案法の方
が出現頻度が低くなっている
に登録される.効率を考えて先頭辞書部(Dictiona.ry 
1e吋e1)を3つに区分する 第1区分に半角英数文字
(ASCII文字)を1ノtイトで登録する第2区分に仮名・
片仮名・全角英数文字・記号の一部をやはり lバイトで
登録する L表6参照〕ー OxFEとOxFFの2領域は辞書
の構造上使用できない 第3区分に漢字などそれ以外
の文字を2バイトで登録する. OxFEを辞書終端指標
とし，それ以降の圧縮コード部 (Comp1巴ssedcodes) 
に入力文書ファイルの情報を書き出す.
入力文字から辞書項目へのコード変換は探索時間。(1)のハッシュ法で実現できる 圧縮時間の短縮を
最優先させるためである
辞書配列dict叩叩Ty[iJ[jJ(O:; i三FF，O三3三FF)
は初期値NILで事前に初期化しておく dictiona7'yが
ハッシュ表に相当する.ここで，NILは辞書サイズ
(214)にlを加算した番兵である司
辞書登録された文字Ci(O:; i :;M)の第1バイト巨
を Ci1，第2バイト目を Ci2とする.仮想2バイト文字
の第lバイト自はOxFFとする Ci1， Ci2がノ¥ッシュ
値に対応する Mは辞書サイズ214以下の登録文字数
である 文字Ciの辞書項目をm とすると，ハッシュ表
のパケット伎はdictionaTy[C，lJ[Ci2J= mと設定でき
る.これで入力文字の辞書登録の有無とコード変換が
探索時間 0(1)のハッシュ法で実現できる
コードOxFFを3.のシフトイン・シフトアウトに利
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5. 性能評価と考察
4.の提案法を以下SSJT(ShotenedShift-JIS Text) 
と記すことにする 提案法は頻度を利用する典型的な
2パス方式の圧縮法である.性能評価のために文献 4)
後半の日本語文書圧縮(以下DicJTと略記)，さらに
以下の3つの既存圧縮法と比較した 2パス方式の代
表格である静的ハフマン圧縮(以下Huffと略記) 1) 
国産アーカイバのLHAVer.2.5.5，インターネット上
の標準圧縮ツールgzipVer.1.2.4の3者である. LHA 
の実行オプションはcmn2，gzipはfNq9とした.実行
環境はNECPC-98 Ci486DX2， 661v1Hz)で統ーした.
評価に用いた日本語文書は表4の20ファイルである
各圧縮法による圧縮率を表8に示す.圧縮率は元文書
ファイルと圧縮ファイルのサイズの比を%で表記しで
ある SSJT は Di cJT の圧縮率を 3~4%改善できるこ
とを確認した また， Huffよりは格段に良い結果を得
た. しかし，このままではLHAやgzipには及ばない.
そこで，提案法を前処理として利用した場合の結果
を表9に示すe 前処理として利用できる理由は SS.JTや
DicJTがbyte-to-bi tの圧縮ではなく byt巴-to-byteの圧
縮を採用しているからである.前処理を施せばLHA
やgzipの単独使用時の圧縮率を更に改善できる‘
前処理がDicJTの場合と比較すると元文書が10KB
以上でSSJTの優位性が目立つ.しかし，表BのSSJT
表8各圧縮法による圧縮率
ファイノレ名 SSJT DicJT Huff LHA gZlp 
f乱x.tex 90.9 91.1 195.0 81.0 81.0 
丑oppy目tex 83.8 90.4 116.7 29.6 28.4 
jrule.t巴X 80.8 86.9 89.0 37.2 36.5 
user.tex 67..5 68.9 89.3 50.5 50.4 
dic七巴X 66.7 71.1 82.0 50.2 50.1 
info. tex 66.9 68.5 83.4 48.5 48.4 
vmap.doc 71.7 73.0 79.4 43.7 43.4 
vz16.doc 69.3 72.0 75.6 36.2 35.7 
dviprt.tex 71.6 74.9 81.0 39.3 38.5 
jt巴x.t巴X 68.3 69.8 79.6 39.2 37.7 
lh乱.doc 60.9 63.8 7.5.0 40.1 38.7 
ieicej.tex 76.7 80.4 80.2 35.5 33.8 
diet144.doc 58.5 58.3 74.8 35.3 3:3.3 
msk乱nji.txt 59司O 62.8 71.5 24.7 22.4 
sp ca.st .doc 42.1 44.7 56.2 17.3 15.9 
manual.tex 66.4 69.0 77.9 35.5 32.1 
siori. txt 67.9 71.8 79.3 36.7 35.2 
dosrefer .txt 61.1 62.8 72.6 32.8 29.7 
hsb.doc 59.3 62.5 69.9 31.4 28.3 
util.doc 48.4 51.4 60.8 24.9 22.9 
圧縮率の単位はすべて%
とDicJTの前処理結果の差がそのまま後段での圧縮
率の差に反映されない白これはLHAやgzipが文字列
単位のLemp巴l-Ziv圧縮 2)をするからである.つまり，
DicJTのモード切り替え文字をそのまま文字列と認識
して圧縮している.その結果，前段での圧縮率 3~4%の
優位は後段で0.5%程度となる.
各圧縮法のプログラムサイズと実行時間を表10に
示す.圧縮/復元時間共に元ファイルを10KBに正規
化し，その平均時間で示しである.比較を容易にする
ための措置である.SSJT， DicJT共にハッシュ探索を
利用している.一 SS.JTは.JISX 0208の6879字に限定
してハッシュ表を用意したためプログラムサイズ、が小
さくなっているー圧縮時間がDicJTの1.3倍となって
しまうのは次の2点が主な原悶である.第1に，提案
法の SSJTは1バイト文字も辞書登録の対象となるた
め， 2バイト文字の登録数が減少する.その結果，第l
バイト変換規則の適用回数が増加してしまう.第2に，
SSJTの辞書登録対象文字は全文字種である DicJT 
の登録対象は2バイト文字のみである町このため出現
頻度を基に上位214文字種を選択する際の整列時聞が
増大する結果となった.
圧縮時には頻度計算，辞書作成，コード変換の3過
程が必要となる 復元時には頻度計算の過程が不要で
あるため高速復元可能である.
表9提案法と既存圧縮法を組み合わせた圧縮率
サイス
前処理。 SSJT 前処理。 DicJT
ファイル名
LHA I gzip LHA I gzip 
fa.x.tex 416byte 88.7 81.7 84.1 79.3 
丑oppy.tex 1112 35.2 32.4 32.8 30.7 
jrule.tex 2382 40.6 40.0 40.2 39.6 
user.tex 3447 50.0 49.6 49.1 48.8 
dic.tex 6548 46.0 45.8 46.4 46.2 
info. t巴X 7520 46.6 46.4 46.4 46‘l 
vmap.doc 11624 42.3 42.2 42.0 41.9 
vz16.doc 14994 34.1 33.9 34.4 34.2 
dviprt.tex 22837 36.4 36.0 37.1 36.6 
J七eX.tex 26621 35.3 34.9 35.3 35.0 
lha.doc 27059 36.4 35.9 36.6 36.1 
ieicej.t巴X 33039 33.2 32.3 33.8 33.0 
diet144.doc 33320 30.5 30.0 30.4 29.9 
mska.nji.txt 35831 21.8 21.4 22.3 21.9 
sp ca.st.doc 56839 15.1 14.4 15.3 14.6 
manu札l.t巴X 57795 30.8 29.4 31.3 29.9 
siori. txt 61590 33.7 32.8 34.0 33.2 
dosref巴r.txt 119384 28.4 26.9 28.9 27.4 
hsb.doc 124504 27.7 25.9 28.2 26.5 
util.doc 164269 21.3 20.3 21.6 20.8 
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表10各圧縮法のプログラムサイズと実行時間
圧縮方法 プログラムサイズ 圧縮時間 復元時間
SSJT 81，619 byte 0.246秒 0.060秒
DicJT 141，155 0.187 0.058 
Huff 17，233 0.292 0.330 
LHA 36，796 0.141 0.027 
gZlp 39，910 0.169 0.077 
6. おわりに
シフト JIS文書を非モード方式のままで圧縮する方
法を提案した.半角文字を1バイト，全角文字を2バ
イトで表現するシフト JISコードから辞書登録文字を
1ノ〈イト，非辞書登録文字を2バイトで符号化するコー
ド、体系へと変換することで圧縮を実現した.
提案法はbyte-to-byぬの圧縮をするため，元文書の
バイト列情報を極力保存する.既存圧縮法の前処理に
利用して，圧縮率を更に改善することもできた.
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